
歴
代
藩
主
は
文
教
に
心
を
用
い
、
有
能
知
名
の
学
者
を
登
用
し

た
。
藩
主
の
前
任
地
で
あ
る
和
歌
山
領
有
時
代
か
ら
、
当
時
高
名
で

あ
っ
た
儒
医
・
堀
杏
庵
や
黒
川
道
祐
を
用
い
た
。

そ
の
後
、
藩
医
た
ち
が
医
療
界
に
大
き
い
影
響
力
を
与
え
指
導
性

を
も
っ
た
の
は
、
幕
末
か
ら
明
治
維
新
の
激
動
期
で
あ
っ
た
。
そ
の

歴
史
的
転
機
の
十
字
路
に
主
役
を
果
し
た
の
は
、
藩
医
た
ち
と
い
え

当
地
方
に
お
け
る
代
表
的
藩
医
達
の
系
譜
を
た
ぐ
り
つ
つ
、
彼
等

の
果
し
た
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

（
広
島
県
佐
伯
郡
）

〉
ｏ
ｏ

一
七
九
七
年
（
寛
政
十
年
）
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
発
見
し
た
牛
痘
接
種

法
の
情
報
は
、
十
九
世
紀
初
頭
よ
り
次
々
と
我
国
に
も
伝
わ
り
、
た

び
た
び
の
藺
館
医
等
の
種
痘
不
成
功
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
蘭
方
医
等

は
活
性
痘
苗
を
待
っ
た
。
一
八
四
九
年
（
嘉
永
二
年
六
月
）
モ
ー
ニ

ッ
ヶ
の
種
痘
成
功
に
よ
り
、
肥
前
・
長
州
・
京
阪
・
江
戸
の
蘭
方
医

は
、
牛
痘
接
種
、
種
次
に
成
力
し
た
。

吾
芸
州
は
、
佐
渡
の
長
野
秋
帆
の
痘
苗
を
、
三
宅
樵
水
、
津
川
元

敬
、
後
藤
松
軒
等
に
よ
り
種
痘
し
、
同
志
一
○
名
余
が
蘭
学
禁
止
令

下
に
秘
か
に
種
を
次
い
だ
経
緯
は
、
三
宅
春
齢
の
「
補
憾
録
」
に
詳

述
し
て
あ
る
。
山
県
郡
は
、
同
書
に
よ
れ
ば
辺
境
の
地
で
あ
る
が
、

児
玉
凉
庵
、
有
成
父
子
の
種
痘
実
験
（
嘉
永
三
年
五
月
）
を
称
賛
し

て
お
り
、
ま
た
地
方
史
学
家
名
田
富
太
郎
は
、
穴
村
児
玉
俊
造
の
愛

江
戸
後
期
芸
州
山
県
郡
の
牛
痘
接
種

の
研
究

末
田
尚
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児
へ
の
種
痘
を
記
述
し
て
い
る
が
、
そ
の
確
証
な
ら
び
に
具
体
的
な

点
は
不
明
で
あ
っ
た
。
医
師
会
史
調
査
に
よ
り
、
二
、
三
の
新
資
料

を
発
見
し
た
の
で
報
告
す
る
。

二
山
県
郡
牛
痘
接
種
の
資
料

児
玉
凉
庵
有
成
（
山
県
郡
有
田
村
現
千
代
田
町
）

日
嘉
永
三
年
五
月
廿
日
「
有
田
児
玉
有
成
主
二
清
太
郎
即
夜
前
引
痘
イ

タ
シ
モ
ラ
フ
」

。
嘉
永
三
年
夏
「
：
：
：
高
田
郡
本
村
デ
種
痘
シ
合
併
ヲ
防
禦
ス
ル
ノ
質

験
」
本
文
略

白
同
年
秋
、
有
成
「
牛
の
痘
を
よ
め
る
長
歌
」

四
嘉
永
六
年
正
月
廿
九
日
よ
り
三
月
廿
日
の
間
「
児
玉
凉
庵
先
生
来
、

隣
家
小
児
外
当
夜
阿
米
女
二
才
十
二
名
に
引
痘
」
五
日
間
滞
在
、
十

日
目
再
来
診
三
月
十
五
日
、
廿
二
日
児
玉
有
成
来
リ
診
引
痘
児
而

宿
、
廿
三
日
帰

国
嘉
永
七
年
九
月
録
撚
霊
合
併
私
言
」
凉
庵
刊
行

児
玉
俊
造
（
山
県
郡
穴
村
現
加
計
町
）

㈲
安
政
六
年
三
月
長
男
房
太
郎
一
才
六
ヶ
月
左
一
頬
、
万
延
元
年
三
月

二
男
完
次
郎
八
ヶ
月
右
五
穎
左
四
穎

文
久
二
年
三
月
長
女
富
野
八
ヶ
月
左
四
頼

元
治
元
年
三
月
二
女
寛
七
ヶ
月
右
四
穎
左
四
頚

明
治
三
年
三
月
三
女
正
三
ヶ
月
右
三
穎
左
四
頚

三
山
県
郡
牛
痘
接
種
の
現
存
刊
本
な
ら
び
に
写
本

文
化
十
四
年
中
川
為
仁
「
曼
遊
録
痘
瘡
編
」
写戸

河
内
村
梶
原
文
書

天
保
十
二
年
伊
藤
圭
介
「
嘆
晧
刑
国
種
痘
奇
書
」
写

戸
河
内
村
梶
原
文
書

嘉
永
二
年
筒
井
憲
成
「
引
痘
要
略
解
叙
」
写

戸
河
内
村
梶
原
文
書

嘉
永
二
年
楢
林
宗
建
「
牛
痘
小
考
」
刊

有
田
村
小
田
文
庫

嘉
永
四
年
楢
林
宗
建
「
牛
痘
小
考
」
写

大
朝
村
金
屋
文
書

嘉
永
六
年
三
宅
春
齢
「
補
憾
録
」

川
西
村
細
田
文
書

嘉
永
六
年
三
宅
春
齢
「
補
憾
録
」

坪
野
村
住
谷
文
書

安
政
二
年
「
昆
斯
牛
痘
書
」
写

戸
河
内
村
梶
原
文
書

四
考
察
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嘉
永
二
年
以
降
、
先
進
諸
国
は
藩
主
の
庇
護
の
下
で
、
ま
た
有
力

蘭
学
者
は
豪
商
文
化
人
の
後
援
に
よ
り
、
組
織
的
な
種
痘
を
実
施
し

て
い
る
。
し
か
し
保
守
的
な
農
山
村
で
嘉
永
三
年
よ
り
行
わ
れ
た
種

痘
例
は
ま
れ
で
あ
る
。
芸
州
で
は
、
前
年
二
月
蘭
学
禁
止
令
が
発
せ

ら
れ
て
い
た
の
で
、
当
郡
の
児
玉
凉
庵
有
成
の
業
績
は
特
筆
に
値
す

る
。
今
日
、
同
家
の
文
書
は
散
逸
し
て
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る

が
、
今
回
会
史
編
纂
の
た
め
の
根
本
調
査
に
よ
り
、
嘉
永
三
年
五
月

近
隣
壬
生
神
社
宮
司
長
男
に
種
痘
（
文
献
資
料
目
）
、
嘉
永
六
年
に

は
、
北
部
大
朝
村
医
家
子
女
外
三
名
に
施
術
し
経
過
を
た
び
た
び

診
て
い
る
。
ま
た
同
七
年
秋
、
凉
庵
の
録
捧
壼
合
併
私
言
」
の
種
痘

啓
蒙
害
の
中
に
、
種
痘
、
数
千
人
と
記
し
て
い
る
。

ま
た
穴
村
児
玉
俊
造
は
、
自
筆
の
自
家
戸
籍
に
、
天
然
痘
済
や
愛

児
五
名
の
種
痘
記
録
を
記
し
て
い
る
。
当
郡
で
種
痘
が
か
く
も
早
期

に
実
施
さ
れ
た
要
因
は
彼
ら
が
医
を
学
ん
だ
師
に
恵
れ
て
い
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
有
田
児
玉
父
凉
庵
は
長
崎
に
、
子
有
成
は
大

阪
日
野
葛
民
西
京
船
曳
門
橘
に
弘
化
天
保
初
年
に
学
び
、
牛
痘
種
痘

法
の
知
識
お
よ
び
日
野
鼎
哉
の
白
神
痘
苗
の
入
手
が
考
え
ら
れ
る
。

一
方
穴
村
児
玉
俊
造
の
師
、
小
川
道
仙
は
血
緑
あ
り
、
三
宅
春
齢
等

の
同
志
一
○
名
の
う
ち
道
仙
の
他
、
津
川
元
敬
は
有
田
村
小
田
北
漠

文
献
資
料

目
嘉
永
三
年
「
年
中
行
事
社
方
万
集
録
」

壬
生
神
社
千
代
田
町
井
上
文
書

口
嘉
永
三
年
三
宅
春
齢
「
補
憾
録
」
広
島
県
史

白
明
治
三
十
九
年
十
月
「
芸
備
医
事
」

四
嘉
永
六
年
「
肥
室
日
記
」
大
朝
村
金
屋
文
書

⑤
嘉
永
七
年
児
玉
凉
庵
録
撚
率
合
併
私
言
」
壬
生
村
井
上
文
書

㈲
明
治
九
年
児
玉
俊
造
「
自
家
戸
籍
」
東
広
島
市
箱
田
文
書

（
広
島
県
山
県
郡
）

の
季
子
、
後
藤
松
軒
の
父
は
中
筒
賀
村
医
森
氏
で
あ
る
。
こ
の
三
名

の
藩
医
の
門
人
が
当
郡
に
多
い
。
ま
た
、
長
崎
・
京
阪
・
江
戸
の
蘭

学
塾
に
学
び
藺
方
医
と
し
て
明
治
七
年
郡
医
師
履
歴
書
を
届
け
て
い

る
も
の
約
三
分
の
一
で
あ
る
。

ま
た
、
現
存
古
医
書
調
査
に
よ
り
、
牛
痘
接
種
の
刊
本
お
よ
び
写

本
は
先
記
医
師
以
外
医
人
の
蔵
書
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
新
資
料
お
よ
び
明
治
九
年
山
県
郡
医
師
履
歴
調
査
・
芸

藩
医
を
含
め
た
旧
医
家
の
血
縁
地
縁
の
系
譜
・
学
派
の
系
譜
・
古
医

書
目
録
等
に
よ
り
、
我
国
に
お
け
る
種
痘
史
の
初
期
の
頃
に
実
施
さ

れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
未
調
査
で
具
体
的
事
項
の

不
備
や
独
断
的
推
論
も
あ
る
の
で
諸
賢
の
御
教
示
を
願
う
。
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